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令
和
７
年
６
月
１９
日
㈭
１３
時

か
ら
協
会
会
議
室
に
お
い
て
、

理
事
１３
名
及
び
監
事
２
名
出
席

の
も
と
第
４
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
た
。

議
事
の
内
容
は
次
の
と
お

り
。

【
報
告
事
項
】

○
令
和
７
年
度
前
期
業
務
監
査

に
つ
い
て

監
事
よ
り
、
顧
問
税
理
士
の

立
ち
合
い
の
も
と
、
通
帳
、
帳

簿
及
び
関
係
書
類
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
た
と
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

業
務
関
係
で
は
課
題
が
あ
る
と

の
説
明
を
受
け
た
の
で
今
後
の

理
事
会
で
協
議
し
て
頂
き
た

い
。
協
会
の
信
頼
を
損
な
わ
な

い
よ
う
に
業
務
の
執
行
を
行
っ

て
頂
き
た
い
旨
の
報
告
も
あ
っ

た
。

【
審
議
事
項
】

○
役
員
候
補
者
推
薦
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

審
議
し
た
結
果
、
理
事
会
の
推

薦
定
数
５
名
以
内
、
ブ
ロ
ッ
ク

の
推
薦
定
数
１１
名
以
内
と
し
、

た
だ
し
、
理
事
総
数
は
定
款
の

規
定
に
よ
り
１５
名
以
内
と
し

た
。
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
回
以
降
審
議
す
る
こ
と

と
し
た
。

【
協
議
事
項
】

○
令
和
８
年
度
通
常
総
会
議
事

次
第
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
通
常
総
会
（
２

部
構
成

総
会
審
議
、
表
彰
等

の
式
典
）
の
進
行
等
に
つ
い
て

は
現
役
員
が
行
う
こ
と
で
了
承

さ
れ
た
。

【
報
告
事
項
】

○
令
和
７
年
度
連
絡
調
整
会
議

に
つ
い
て

今
年
度
の
連
絡
調
整
会
議
は

各
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
み
の
出
席
に

よ
り
開
催
（
専
門
部
会
長
は
２

月
に
意
見
交
換
会
を

開
催
し
た
こ
と
か

ら
）
さ
れ
た
。
理
事

会
へ
の
要
望
事
項

は
、
主
に
「
会
員
増

強
に
資
す
る
取
組
、

今
後
の
協
会
運
営
に

つ
い
て
」、「
工
場
立

地
法
に
関
す
る
顧
問

の
先
生
へ
の
働
き
か

け
」
な
ど
が
あ
り
、

業
務
執
行
理
事
か
ら

の
回
答
が
報
告
さ
れ

た
。

○
２
０
２
７
年
国
際

園
芸
博
覧
会
の
現
状

等
に
つ
い
て

①
屋
外
出
展
に
つ
い
て

会
員
か
ら
の
屋
外
展
示
用
の

無
償
提
供
の
樹
木
は
あ
ま
り
集

ま
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
屋
外

展
示
の
案
を
作
成
し
樹
木
の
イ

メ
ー
ジ
を
作
る
。
こ
の
イ
メ
ー

ジ
し
た
樹
木
の
提
供
依
頼
を
会

員
に
対
し
て
行
う
予
定
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
展
示
計
画
書
は

７
月
末
ま
で
に
（
公
社
）
２
０

２
７
年
国
際
園
芸
博
覧
会
協
会

（
以
下
「
博
覧
会
協
会
」
と
い

う
。）
に
提
出
予
定
と
な
っ
て

い
る
と
報
告
さ
れ
た
。

②
博
覧
会
協
会
出
展
の
「
園
芸

文
化
・
植
物
交
流
展
示
」
の
協

力
に
つ
い
て

博
覧
会
協
会
か
ら
展
示
協
力

の
依
頼
（
２
０
２
５
年
５
月
）

が
あ
り
、
今
後
は
、
博
覧
会
協

会
の
委
託
先
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ

㈱
）
と
、
江
戸
花
屋
敷
に
植
栽

す
る
植
物
供
給
や
開
催
期
間
中

の
技
術
の
実
演
等
の
催
事
な
ど

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
報
告

さ
れ
た
。

○
日
比
谷
公
園
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

シ
ョ
ー
２
０
２
５
に
つ
い
て

開
催
期
間
は
、
１０
月
１８
日
〜

２６
日
の
９
日
間
と
報
告
が
あ

り
、
協
会
の
出
展
に
つ
い
て

は
、
４
日
間
（
１０
月
２３
日
〜
２６

日
）
で
行
う
こ
と
で
決
定
さ
れ

た
。

【
そ
の
他
】

○
２
０
２
６
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー

に
つ
い
て

売
価
に
つ
い
て
協
議
し
た
結

果
、
据
え
置
く
こ
と
で
了
承
さ

れ
た（
昨
年
版
と
同
額

会
員

６
０
０
円
・
外
部
７
０
０
円
）。

○
植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
講

座
、
植
生
管
理
士
認
定
試
験
に

つ
い
て

植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
講

座（
日
程

８
月
２８
日
〜
３０
日
）

及
び
植
生
管
理
士
認
定
試
験

（
日
程

筆
記
試
験
１０
月
１８
日
、

技
術
試
験
１１
月
８
日
）
が
開
催

さ
れ
る
旨
報
告
さ
れ
た
。

○
令
和
７
年
度
都
道
府
県
別
供

給
可
能
量
調
査
等
に
つ
い
て

社
園
別
生
産
数
量
調
査
が
６

月
２５
日
か
ら
、
都
道
府
県
別
供

給
可
能
量
調
査
が
７
月
１
日
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
始
ま
る
こ
と
の
報

告
に
加
え
、
各
調
査
に
つ
い
て

の
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

令
和
７
年
６

月
４
日
㈬
に
東

京
に
て
植
生
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

原
宿
の
明
治

神
宮
、
目
黒
の

国
立
科
学
博
物

館
付
属
自
然
教

育
園
の
２
か
所

で
行
い
、
東
京

都
心
で
都
市
の

緑
を
深
く
知
る

と
題
し
て
行
っ
た
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
植
生
管
理
士
は
も
ち

ろ
ん
、
当
協
会
に
属
し
て
い
な

い
樹
木
医
、
造
園
業
、
設
計
事

務
所
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
な

ど
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

参
加
者
は
過
去
最
高
の
４５
人
で

し
た
。

午
前
は
明
治
神

宮
で
参
加
者
の
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
た

班
分
け
を
し
て
各

班
ご
と
に
講
師
と

見
て
回
り
ま
し

た
。
人
の
手
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た

明
治
神
宮
の
杜
が

ど
の
よ
う
に
成
長

し
、
維
持
管
理
さ

れ
て
い
る
か
、
そ

し
て
そ
の
緑
か
ら

ど
の
よ
う
な
恩
恵
を
受
け
て
い

る
の
か
を
明
治
神
宮
境
内
を
散

策
し
な
が
ら
勉
強
し
ま
し
た
。

午
後
は
目
黒
に
移
動
し
て
国

立
科
学
博
物
館
付
属
自
然
教
育

園
で
の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
自
然
教
育
園
は
都
会
に
あ

り
な
が
ら
古
く
か
ら
都
会
の
森

と
し
て
存
在
し
て
い
て
、
都
内

で
も
１６
番
目
の
広
さ
を
誇
る
緑

地
で
す
。園
内
に
は
林
、草
地
、

池
な
ど
も
あ
り
様
々
な
植
生
を

観
察
し
ま
し
た
。
自
然
教
育
園

で
は
人
工
的
な
手
入
れ
を
最
小

限
に
し
て
本
来
の
自
然
の
姿
が

残
さ
れ
て
い
て

都
会
の
中
に
い

な
が
ら
と
て
も

い
い
環
境
で
学

ぶ
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

植
生
調
査
委

員
会
で
は
今
後

も
皆
さ
ん
に
植

生
を
学
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う

な
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
き

ま
す
の
で
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
是
非
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

令和８年度
青年部会総会

開催日 令和８年２月１０日㈫

会 場 大阪ガーデンパレス
（大阪府）

２
０
２
６
年
版

協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売

第
４
回
理
事
会
を
開
催

第
４
回
理
事
会
を
開
催

協
会
カ
レ
ン
ダ
ー
委
員
会
が
、
写
真
撮
影
や
解
説
等
、
制
作
に
１
年
間
手
掛
け
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。
飾
り
や
す
い
A
４
版
（
見
開
き
A
３
版
）
に
変
更
し
ま
し
た
。
カ

レ
ン
ダ
ー
の
内
容
が
一
部
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

会
員
価
格：

６
０
０
円
（
税
別
）

一
般
価
格：

７
０
０
円
（
税
別
）

１
部
（
最
少
ロ
ッ
ト
１０
部
、
送
料
別
途
）

申
込
締
切
日：

９
月
１６
日
㈫
ま
で

申
し
込
み
用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

植
生
調
査
委
員
会

令和８年度
コンテナ部会総会

開催日 令和８年１月２９日㈭

会 場 都ホテル京都八条
（京都府）

令
和
７
年
度
植
生
セ
ミ
ナ
ー

都
市
の
森
を
探
る菅

原

英
典

㈱
み
ち
の
く
ビ
オ
ト
ー
プ
（
岩
手
県
）

中村幸人先生から説明を受ける植生管理士の方々

令和７年度
庭園樹部会総会

開催日 令和７年１０月７日㈫

会 場 ホテルヴィスキオ尼崎
（兵庫県）

令和８年度 協会総会
開催日 令和８年１月２８日㈬

会 場 都ホテル京都八条（京都府）

分かりやすい説明を心がける西野文貴先生

明治神宮の植生を解説する鈴木伸一先生
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素描挿話。
～すてきな花達に魅せられて

㉙ウサギギク
小岩井農牧㈱（岩手県）　

たる  さわ ただし

足 澤　匡

コ
ン
テ
ナ
部
会
で
は
令
和
７

年
度
研
修
会
を
７
月
９
日
〜
１０

日
に
大
阪
府
で
開
催
し
ま
し

た
。主

な
内
容
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

緑
化
植
物
に
関
す
る
講
演
会
、

う
め
き
た
地
区
再
開
発
地
域
の

視
察
、
大
阪
・
関
西
万
博
／
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
の
視
察
で
す
。

９
日
の
講
演
会
は
ド
イ
ツ
人

の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ロ
ー
シ
ン

グ
博
士
を
講
師
に
お
招
き
し
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
様
々
な
苗
木
生
産
グ

ル
ー
プ
と
関
わ
り
、
樹
木
生
産

で
の
効
率
化
・
機
械
化
に
取
り

組
む
な
ど
、
苗
木
生
産
の
革
新

に
関
わ
る
と
と
も
に
、
線
虫
を

テ
ー
マ
と
し
た
論
文
を
発
表
す

る
な
ど
害
虫
や
病
気
の
研
究
者

で
も
あ
り
ま
す
。

森
林
・
環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
で
ド
イ
ツ
在
住
の
池
田
憲
昭

氏
に
よ
り
同
時
通
訳
さ
れ
た
講

演
会
は
ド
イ
ツ
国
内
の
み
な
ら

ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
話
題

に
し
た
幅
広
い
内
容
で
あ
り
ま

し
た
。

特
に
印
象
深
い
お
話
は
、
①

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
地
球

温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
在
来
樹

種
に
変
わ
り
耐
暑
性
の
強
い
樹

種
の
選
抜
や
開
発
が
進
ん
で
い

る
こ
と
、
②
オ
ラ
ン
ダ
が

安
価
な
穀
物
生
産
を
行
わ

ず
園
芸
作
物
の
よ
う
な
付

加
価
値
の
高
い
農
作
物
を

生
産
す
る
理
由
、
③
ド
イ

ツ
国
内
の
苗
木
生
産
者
の

後
継
者
問
題
な
ど
で
し
た
。
日

本
で
も
身
近
な
問
題
が
各
国
の

共
通
の
課
題
で
あ
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

う
め
き
た
再
開
発
地
区
の
視

察
で
は
、
う
め
き
た
公
園
を
中

心
に
周
辺
地
域
を
見
学
し
ま
し

た
。
大
規
模
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
直

結
の
都
市
型
公
園
と
し
て
は
世

界
最
大
規
模
と
な
る
公
園
を
中

心
と
し
た
、
う
め
き
た
２
期
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
地
区
は
「
グ

ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
」
の
名
称

で
２
０
２
４
年
９
月
に
先
行
し

て
、
ま
ち
び
ら
き
を
し
て
い
ま

す
。
２
０
２
７
年
全
面
開
業
を

目
指
し
て
現
在
も
開
発
継
続
中

で
す
。

「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
」

に
は
樹
木
が
１
６
０
０
本
以
上

と
在
来
種
を
中
心
と
し
た
花
木

が
植
栽
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
近
年
の
都
市
再
開
発
で

は
、
緑
化
に
関
し
て
、
緑
は
も

う
か
ら
な
い
、
お
金
を
う
ま
な

い
、
と
批
判
的
な
意
見
が
挙
が

る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
の
再
開

発
の
動
き
が
各
方
面
か
ら
注
目

を
集
め
た
こ
と
で
、「
み
ど
り
」

を
中
心
と
し
た
都
市
再
開
発
が

東
京
な
ど
他
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
も
波
及
し
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
回
、
参
加
で
き
な

か
っ
た
皆
様
に
も
１
度
は
足
を

運
ん
で
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。大

阪
万
博
は
入
場
ゲ
ー
ト
の

混
雑
な
ど
を
考
慮
し
て
団
体
入

場
を
取
り
や
め
、
各
自
で
入
場

す
る
よ
う
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
私
は
９
時
入
場
の
チ
ケ
ッ

ト
で
９
時
頃
に
夢
洲
の
東
入
場

ゲ
ー
ト
へ
並
び
ま
し
た
。
並
ば

な
い
万
博
の
は
ず
が
入
場
で
き

た
の
は
５０
分
後
く
ら
い
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
対
策
で
持
ち
物
検
査
に
時
間

が
か
か
る
の
は
仕
方
な
い
と
理

解
し
な
が
ら
も
、
猛
暑
の
中
、

日
よ
け
の
な
い
ゲ
ー
ト
に
並
ぶ

の
は
厳
し
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。パ

ビ
リ
オ
ン
の
予
約
は
取
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
カ
タ
ー
ル

館
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
館
な
ど
予
約

な
し
で
入
場
で
き
る
パ
ビ
リ
オ

ン
を
幾
つ
か
回
り
、
あ
ま
り
馴

染
み
の
な
い
国
の
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

英
国
館
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ

ー
デ
ン
風
の
展
示
は
、
暑
さ
の

中
で
も
美
し
く
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

さ
れ
、
非
常
に
す
ば
ら
し
い
仕

上
が
り
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
の
猛
暑
の
中
「
大

屋
根
リ
ン
グ
を
一
周
回
っ
て
き

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
す
部
会

員
さ
ん
の
耐
暑
性
の
強
さ
に
も

驚
き
で
し
た
。
飛
行
機
の
都
合

で
早
め
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た

が
、
時
間
が
あ
れ
ば
も
っ
と
多

く
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
回
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
し
、
１
日
で
は

時
間
が
足
り
な
い
と
思
え
る
ほ

ど
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

懇
親
会
に
は
す
べ
て
の
参
加

者
が
出
席
さ
れ
、
冷
た
い
飲
み

物
で
の
ど
を
潤
し
、
和
や
か
な

時
間
を
共
に
過
ご
し
親
睦
を
深

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
２

日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
た
も

の
の
、
最
高
気
温
が
３５
度
を
超

え
る
猛
暑
日
と
な
り
ま
し
た
。

炎
天
下
の
徒
歩
移
動
に
心
配
も

あ
り
ま
し
た
が
皆
様
の
ご
協
力

が
あ
り
無
事
日
程
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
た
。
今
後
も
部
会

員
の
皆
様
に
は
、
勉
強
・
情
報

収
集
・
懇
親
の
場
と
し
て
研
修

会
を
積
極
的
に
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
３
年
１
月
に
植
木
協
会

に
入
会
し
て
以
来
、
早
い
も
の

で
３４
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
東

京
生
ま
れ
の
私
が
北
海
道
で
農

場
の
経
営
を
始
め
て
１０
年
余
り

経
ち
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
カ
バ
ー
植

物
の
生
産
を
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
た
頃
の
こ
と
で
す
。
当

時
、
北
海
道
で
の
植
木
協
会
会

員
は
３
社
園
程
で
、
各
社
園
へ

入
会
の
御
挨
拶
に
行
っ
た
時
、

先
輩
諸
氏
が
植
木
協
会
は
親
睦

団
体
で
研
修
や

総
会
に
行
き
各

地
の
様
々
な
会

員
と
の
会
話
が

楽
し
み
で
あ
る

と
い
う
言
葉
が

と
て
も
印
象
深

く
残
っ
て
い
ま

す
。
実
際
、
私

も
協
会
や
ブ

ロ
ッ
ク
、
支
部

の
総
会
で
名
刺
交
換
や
情
報
交

換
、
現
地
視
察
や
宿
泊
場
所
で

楽
し
く
お
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
が

良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
私
ど
も
の
農
場

や
ガ
ー
デ
ン
も
研
修
先
と
し
て

お
訪
ね
い
た
だ
き
、
様
々
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
貰
え
た
こ
と
は
そ

の
後
の
事
業
の
向
上
に
大
変
役

立
ち
ま
し
た
。
２０
年
程
前
に
な

り
ま
す
が
、
北
海
道
の
厳
し
い

気
候
で
も
丈
夫
に

育
つ
宿
根
草
を
探

す
た
め
に
カ
ナ
ダ

や
ア
メ
リ
カ
の
ナ

ー
セ
リ
ー
を
訪
ね

て
回
っ
た
時
、
オ

レ
ゴ
ン
州
で
開
か

れ
て
い
た
ナ
ー
セ

リ
ー
シ
ョ
ー
で
偶

然
、
北
米
視
察
途

中
の
植
木
協
会
の

会
員
諸
氏
に
出

逢
っ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
で
す
。

ま
た
広
報
委
員
と
し
て

活
動
し
た
事
や
北
海
道
・

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
や
青
年
部

の
総
会
で
宿
根
草
に
つ
い

て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
事
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
こ
と
は
自
分
自
身
の

勉
強
に
も
な
り
、
そ
の

後
、
各
地
で
公
演
を
す
る

時
に
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

今
は
他
の
役
職
も
あ
り
、
植

木
協
会
会
員
と
し
て
の
活
動
が

余
り
出
来
ず
申
し
訳
な
く
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
３０
歳

代
で
植
木
協
会
に
入
会
し
た
私

も
現
在
は
７０
歳
代
と
な
り
、
今

の
任
期
を
務
め
あ
げ
た
ら
引
退

し
、
若
い
人
達
に
バ
ト
ン
を
託

し
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
植
木
協
会
が
ど
の

よ
う
に
展
開
、
発
展
し
て
行
く

か
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

「ウサギギク Arnica unalaschcensis var.
tschonoskyi」って、知っていますか？ 見た
ことがありますか？ 本州～北海道に自生
している高山植物なので、登山やハイキン
グの趣味があれば、見る機会があるかも知
れません。私が初めて出会ったのは、映画
でも有名な青森県の八甲田山（はっこうだ
さん）での植物観察会でした。案内してく

れた高山植物の先生が、「ウサギによく似てるでしょう！」と、黄色い花を指さ
して言ったのです。私はつい「どこが！」心の中で突っ込みました。どう見ても
キク科の花にしか見えなかったのです。詳しく話を聞くと、「花の下に付いてい
る葉が対生で、ウサギの耳に見えるでしょう」。いや、黄色い花が風にそよぎ目
立っていて、対生の葉に目が行きませんでした。また、「ウサギの耳に見える」
ということよりも「キク科で対生？」の方が衝撃的で・・・。「キク科の中で、
他に対生の植物があるか？」 その方が気になってしまい、頭の中がグルグル、
混乱していたのです。後で調べてみると、キク科の対生は少数派で、センダング
サの仲間などが該当します。スケッチを描きながら、「花が無ければ、ウサギの
耳に見えないこともないのかな～」などと考えたことを思い出します。
ちなみに、キク科の花は、小さな花が集まった頭状花序（とうじょうかじょ）
です。小さな花の花弁は１枚なので、キク科の植物はすべて合弁花なのです。幼
い頃、マーガレットなどで、花占いをしませんでしたか？花占いは是非「好き」
から始めて下さい。花びら１枚ですから・・・。いろいろと書きましたが、植物
に対する興味は尽きませんね。だから、楽しいです。

コ
ン
テ
ナ
部
会

講師のハインリッヒ・
ローシング博士

熱弁ふるう博士と通訳の池田氏

海側からの万博パビリオン

令
和
７
年
度
研
修
会
報
告

生
産
・
研
修
委
員
会
委
員
長

川
村

和
泉

㈲
田
村
山
林
緑
化
農
園
（
秋
田
県
）

勉強会の参加者風景

英国館とイングリッシュガーデン

地
方
か
わ
ら
版

地
方
か
わ
ら
版

ガーデンテラス

振
り
返
っ
て

北
海
道
支
部
長

大
森

康
雄

（
㈲
十
勝
大
森
牧
場
・
北
海
道
）

うめきた公園で全員集合
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シリーズ 社 紹介紹紹んん

㈱桜井農園
ルポ

No.29

栃木県（那須塩原市）

柔らかい樹形に

高木の下でのドウダンツツジ

１，０００本のアオダモ寄せ株畑

１２年ものの本株アオダモの畑

ヤマボウシ本株の広い畑

一面に苔を敷き詰めたお庭

一山を購入してその材木で
建てた趣のあるお家

畑にはどのような木を生産しているのです
か？

社長の桜井一郎さん：「うちは生産のみでドウダンツ
ツジを主にアオダモ、アオハダ、シャラ、ヒメシャラ、
ヤマボウシ、モミジ、カツラ等の低中木をメインに９、
１０町歩の畑を３人とアルバイト３人で作っています。
最近は植栽の場所が狭いところが多いので、１人でも
持ち運び出来る２～４ｍ位までのものが多くなってい
ます」。

この植木たちは、どうして日陰に植栽して
いるのですか？

一郎さん：「今実験しているんです。やわらかい自然
型が好まれるので高木の下にドウダンツツジを植え
て、木陰の下でどんな樹形に育つか試しています。ま
た、植栽間隔を狭めているので横には広がらず縦に成
長し、縦長に優しくふんわりとしたロウソク形になっ
ています。子どもと同じで、出荷後も今と同じ日陰の
慣れた環境で育てるのがベストです。植物も子どもも
環境は大事です」。

株立ちを作るのですね？
一郎さん：「この畑は株立ちのアオダモが１，０００本程
あります」…植木は野菜と違って、出荷するまで何年、
何十年と時間が掛かりますね。

下から覗いて見ると奥まで広いですね。
一郎さん：「今まで畑で樹木を下から見たことないん
で（笑）。ここは１０年もので、今年に全て出荷予定です」。

トトロの裏山のトンネルみたいですね。
メイちゃんが出てくるかも？（笑）

一郎さん：「メイちゃんは出てこないですが、最近は
イノシシが出るようになり根元を掘り返したり苗木を
抜いてしまったりするので困っています。最近は地球
温暖化のせいか、過去にない病気が発生したり害虫が
多いです。特にカミキリが多く、ヤマボウシやアオダモに
も入るので、まめに殺虫剤を撒かないといけません」。

家業を継ぐ前はどこかで修行を？
一郎さん：「はい。当時は“料理の鉄人”という番組
が流行っていて調理師の修行を」…え？と聞き返して
しまいました。
一郎さん：「実は新宿の洋食屋で調理師をしていまし
た。私は妹しかいない田舎の長男だったので、いつか
は実家に戻らなくてはと考えてました。２４、５歳頃、
徐々に友達が実家に戻っていき、遊ぶ友達がいなく
なったタイミングで私も実家に帰りました。その頃は
楽しかったですが、お金も沢山使いました」…修行先
が想定外でした（笑）。

お子さんはパパの料理が食べたいとか言わ
ないですか？

一郎さん：「妻に怒られるから言わないです（笑）。
男の料理は高い食材を使って、それを調理する。だか
ら美味しいのは“当たり前！”ってことです。妻は冷
蔵庫の余りものや節約しての料理です。幸い、妻は料
理が好きみたいなので美味しく頂いています」。

会社の業態は？
一郎さん：「出荷時期以外は土日祝や雨の日など休み
にしています。最近は温暖化のせいか、夏日が続くの
で落葉時期が遅くなっていて、今まで秋に出来ていた
出荷準備が１２月までずれ込んでしまいます。さらに温
暖化で春の芽吹きも早くなり、４月初旬の出荷までの
１、２、３月が非常に忙しくなってきています」。

植木屋さんをしててよかったことは？
一郎さん：「私
は実家に戻って
からは植木生産
オンリーです。
でも、青年部会
で幹事や支部長
をしていた６年
間は忙しかった
ですが、今思う
とすごく楽しかったです。その頃から取引先も増えて
今があると思っています」。

従業員の大野さんにお聞きします。
６年間続いている理由は？

大島さん：「働きやすく人間関係もいいですし環境が
いいです。挿し木や植木の成長を見れることは楽しい
です。根巻もなかなか出来ず、今でもこれで大丈夫か
な？と思ってしまいます」…すみ子さんにきれいに巻
けてると褒められてました。

お母様のすみ子さんにお聞きします。
趣のある素敵なお家とお庭ですね。

すみ子さん：「祖父が家を作る材料のために一山購入
して建てたんです。細部にもこだわってて、渡り廊下
ばかりで私は掃除が大変なんです（笑）。庭の苔も一
面に夫が張ったんです」…まるで寺院のようです。

失礼ですが、かわいらしくてバリバリ植木の
お仕事をしているようには見えないのですが。

すみ子さん：「子どもたちが幼稚園を卒業する頃から
始めて、除草剤を散布したり、挿し木や根巻もしてま
したが、今は息子がやってくれるので助かってます。
昔から家に居るより、みんなと一緒に外で働いた方が
楽しいんです。私もまだあてにされているようなので
もう少し頑張ろうと思います」。

お父様の功一さんにお聞きします。
今は何をされているのですか？

功一さん：「今、私は太陽光発電の仕事をしているの
で、植木は完全に息子に任せています」。
一郎さん：「任されている分、自分で考えるのでやり
がいも出ます。東京にいく時も、父は好きなことを、
社会勉強をしてきなさいというスタンスでした。東京
で自由にさせてもらったから、植木屋さんのいい所も
理解ができ、今があるのだと思います」…太っ腹、肝っ
玉のご両親ですね。

今後どのようにしたいですか。
大野さん：「私はまだ根巻などに時間が掛かってしま
います。私が１つ根巻する間に、桜井さんは１．５個位
作っていますので、競争でないですが、少しスピード
を上げたいです」。
一郎さん：「最近は昔と違って色々な種類を求めてき
ますから、これからは少量多品種を作って、色々な用
途のお客様に対応できるようにしたいです」。

左から社長の桜井一郎さん、大野尚磨さん、お父様の桜井功一さん、お母様の桜井すみ子さん

中央が体の大きい力持ちの桜井さん

青年部幹事だった頃の緑育

取材中、風が気持ちよく、畑でずっとウグイスの声が聞こえた那須塩原。火山灰
の養分を含む水はけのよい土壌は植木生産に最適な土地。「Made in 桜井農園」
と代々受け継いだ木々を種から育てている社長の桜井一郎さんを紹介します。
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長
野
県
支
部
に
は
と
く
に
目

立
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
も
な
い
の

で
、
今
回
は
長
野
県
の
苗
木
生

産
に
つ
い
て
現
状
を
書
い
て
み

ま
す
。

長
野
県
支
部
で
は
、
現
在
、

協
会
員
５
社
中
３
社
が
山
林
種

苗
の
生
産
に
も
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
当
社
も
、
か
つ
て
の
拡
大

造
林
の
終
了
と
と
も
に
山
林
種

苗
を
や
め
て
緑
化
木
に
転
向
し

た
の
で
す
が
、
１２
年
ほ
ど
前
か

ら
再
び
山
林
苗
の
生
産
も
始
め

て
い
ま
す
。

い
ま
長
野
県
で
生
産
が
多
い

樹
種
は
カ
ラ
マ
ツ
で
、
樹
種
別

生
産
量
の
６０
％
近
く
を
占
め
ま

す
。
生
長
が
早
い
こ
と
か
ら
戦

後
多
く
植
林
さ
れ
た
カ
ラ
マ
ツ

は
、
材
に
し
た
時
に
狂
い
が
出

や
す
い
た
め
長
ら
く
使
わ
れ
ず

に
い
た
も
の
の
、
合
板
に
利
用

す
る
と
軽
く
て
強
度
が
出
る
と

い
う
こ
と
で
見
直
さ
れ
、
近
年

は
需
要
が
増
え
て
い
る
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
家
づ
く
り
の
ス
タ

イ
ル
が
、
柱
を
見
せ
る
建
築
か

ら
、
柱
は
隠
し
て
見
え
な
い
建

築
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
円
安
に
よ
っ
て
輸
入

材
が
値
上
が
り
し
た
こ
と
も
、

国
産
合
板
の
需
要
が
増
え
た
要

因
と
思
い
ま
す
。

長
野
県
の
カ
ラ
マ
ツ
の
多
く

は
国
有
林
に
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
主
伐
再
造
林
が
進
む
よ
う

に
な
っ
た
背
景
は
、
拡
大
造
林

の
時
に
植
え
た
木
の
林
齢
が
７０

年
を
越
え
て
伐
期
を
迎
え
て
い

る
こ
と
と
、
２
０
５
０
年
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
の
目
標
実
現
の
た

め
、
高
い
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
能
力
を

発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
森

林
の
若
返
り
を
図
る
た
め
の
予

算
が
つ
い
て
い
る
た
め
と

さ
れ
ま
す
。
長
野
県
で
も

森
林
税
を
利
用
し
て
、
再

造
林
に
関
わ
る
費
用
の
全

額
を
補
助
す
る
制
度
が
は

じ
ま
っ
て
お
り
、
県
の
再

造
林
面
積
を
１０
年
後
に
は
約
３

倍
に
増
や
す
と
い
う
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

需
要
の
増
加
を
受
け
、
コ
ン

テ
ナ
苗
と
呼
ば
れ
る
、
大
型
の

プ
ラ
グ
苗
の
よ
う
な
形
状
の
苗

生
産
が
増
え
て
い
て
、
山
に

行
っ
て
も
成
長
を
止
め
な
い
た

め
に
、
栽
培
技
術
の
向
上
も

年
々
進
ん
で
い
ま
す
。例
え
ば
、

樹
高
が
規
格
に
達
し
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
根
元
が
し
っ
か
り

太
い
苗
、
根
が
す
ぐ
外
に
伸
び

る
根
鉢
の
ほ
ど
よ
い
硬
さ
、
蒸

れ
て
お
ら
ず
下
枝
の
し
っ
か
り

あ
る
苗
作
り
、
な
ど
で
す
。

こ
う
書
く
と
良
い
こ
と
ば
か

り
の
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
が
、

実
際
は
課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
。一

つ
目
に
人
手
不
足
で
す
。

と
く
に
伐
る
方
が
計
画
通
り
進

ん
で
い
な
い
た
め
、
植
林
に
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
国
有
林
も

不
落
が
頻
発
し
、
事
業
を
翌
年

以
降
に
遅
ら
せ
な
が
ら
進
ん
で

い
る
の
が
現
状
で
す
。

二
つ
目
に
、
種
子
の
問
題
で

す
。
カ
ラ
マ
ツ
の
種
子
は
年
に

よ
っ
て
豊
凶
が
大
き
く
、
お
よ

そ
１０
年
に
一
度
く
ら
い
の
豊
作

年
し
か
な
い
た
め
慢
性
的
に
不

足
し
て
い
ま
す
。
県
の
母
樹
林

は
長
年
手
入
れ
が
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
た
め
に
、
う
っ
そ
う
と

し
た
老
木
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど

種
が
採
れ
て
い
ま
せ
ん
。
県
は

再
造
林
が
増
え
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
か
ら
新
し
い
母
樹
林
を

作
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
種
が
採

れ
る
樹
齢
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
結
果
、
苗
木
生
産
の

新
規
参
入
希
望
が
あ
っ
て
も
、

種
が
足
り
な
い
状
況
で
す
。

三
つ
目
は
大
企
業
の
参
入
で

す
。
山
林
種
苗
の
需
要
は
長
ら

く
ピ
ー
ク
時
の
２０
分
の
１
く
ら

い
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
た

め
、
家
族
経
営
の
零
細
企
業
が

多
く
、
ほ
と
ん
ど
生
産
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
他
県
で
は
、

大
規
模
な
設
備
を
も
つ
大
企
業

の
参
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
大
手
の
寡
占
状
態
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
私
は
危
う
さ

を
感
じ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
家
族

経
営
の
小
規
模
生
産
者
は
、
儲

か
る
樹
種
だ
け
で
な
く
、
広
葉

樹
や
成
長
の
遅
い
樹
種
な
ど
多

様
な
苗
の
生
産
を
支
え
て
き
た

現
状
が
あ
る
か
ら
で
す
。
大
手

は
儲
か
る
樹
種
し
か
や
ら
な
い

た
め
、
寡
占
状
態
と
な
っ
て
小

規
模
生
産
者
を
駆
逐
す
る
と
、

繁
殖
の
技
術
は
途
絶
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、

た
と
え
ば
接
木
の
台
木
が
確
保

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
緑
化
木

業
界
や
園
芸
業
界
に
も
多
く
の

影
響
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

私
も
一
旦
山
林
種
苗
を
離
れ

た
組
で
す
か
ら
、
需
要
が
落
ち

込
ん
で
苦
し
い
と
き
も
、
そ
の

技
術
と
産
業
を
守
っ
て
き
た
苗

木
生
産
者
に
敬
意
を
感
じ
て
い

ま
す
。
す
ぐ
に
解
決
が
難
し
い

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

将
来
を
見
据
え
て
、
生
産
者
同

士
協
力
し
な
が
ら
や
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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東京大学田無演習林で行われている苗木生産の学生実習
日本樹木医会／東京大学演習林 相 川 美絵子

シリーズ 女性樹木医 奮闘記①

皆さんは「演習林」をご存じで
しょうか？ 自衛隊と勘違いされ
たりしますが（それは演習場で
す）、このような古風な呼び名な
のは１３０年ほど前にできたからだ
と思います。最初の演習林は千葉
県の清澄に設置されました。大学
等が森林の実習や研究をすること
が目的の林で、近年は教育・研究
にとどまらず、公開講座など一般
の方が訪れる機会も増えていま
す。
全国２７大学が演習林を所有して

おり、私の所属する東京大学演習
林は、北海道から愛知県まで全国
に７か所あり、総面積約３２,３００
ha、日本の面積のおおよそ１,０００
分の１を占めます。
その中の１つである田無演習林
は、東京大学の演習林の中でいち
ばん小さく８ha あまりの広さで
すが、東京２３区に接する西東京市
に位置し、周りが市街地化する中
でポツンと残された貴重な森林に
なっています（写真１）。
森林科学専攻に進んだ３年次の
学生が、最初に苗木生産に関する
実習を行うのがこの田無演習林で
す。造林樹種の播種、床替え、接
ぎ木や、栽培品種（あるいは品種）
の挿し木の実習は、田無演習林が
設立されて２年後の１９３１（昭和
６）年から続く歴史の長い学生実
習です。
播種の実習は、当演習林内で採
種したアカマツ、クロマツの種子
を使います。学生１人につき１㎡
の播種床をあてがい、まず木の板
で土を砕いて整地します。この
時、過湿にならないよう中央がや
や高くなるようにします。なるべ
く均一に種子を播きつけたのち、
ふるいで薄く土をかぶせ（写真
２）、木の板で床固めを行います
（写真３）。以前カラスに種子を
いたずらしたことがあったので、
ネットをかけて防ぎます。３週間
くらい経つと発芽してきますが、
タイミングが良いとマツの葉の先
端に種の殻が付いた、かわいらしい「泡立て器」を見ることができます（写真４）。
床替えは、前年度の学生が播種したマツの１年生苗を使います。播種したまま

だと苗が密集しており養水分や
光が十分得られないため、成長
を促進させるため等間隔に植え
直します（写真５）。
接ぎ木の実習では「割りつぎ
法」という手法を採用していま
す。切り出しナイフで台木の中
央を割るように切り、そこに同
じく切り出しナイフで楔形に整
えた穂木を差し込みます（写真
６）、形成層を合わせて接ぎ木
テープで固定、保護剤を塗布し
て乾燥を防ぎます。切り口が滑
らかなほど活着しやすいため、
よく研いだ切り出しナイフを準
備しますが、以前は学生が指を
切るのが風物詩のようなもので
した。最近は説明時の安全指導
を徹底し、耐切創手袋を着用さ
せることで、怪我をする学生も
いなくなりました。
挿し木の実習（写真７）は、
樹種ごとの発根しやすさを調べ
るため、複数の樹種を選びま
す。挿し穂の元を切り出しナイ
フで斜めに切って形成層を露出
させ、赤玉土と鹿沼土を混ぜ合
わせた保水性と通気性のよい土
に挿します。挿し穂は根がない
ため、蒸散を抑えるよう挿し穂
の葉の量を少なくし、挿し木床
に日除けを設置し、頻繁に水や
りをします。無事に発根し、植
木サイズまで育てた苗木は、森
林科学専攻の４年生が五月祭
（東京大学の学園祭）で植木市
を出店し販売していました（写
真８）。近所のリピーターも多
かったらしく、東大生から植木
のうんちくや、学生生活の話な
どを聞きながら購入する楽しみ
があったと思います。先輩から
後輩へ植木販売のノウハウが引
き継がれていたのですが、コロ
ナ禍で途絶え、残念ながら今は
行われていません。
このように田無演習林で９０年

以上前から脈々と受け継がれて
いる学生実習ですが、森林を学
ぶ東大生にとって貴重な体験として心に残ることと思い、毎年新たな気持ちで学
生を迎えています。

立秋を過ぎ、五山送り火が灯される頃に盛りを迎え、見事に咲き誇るフヨウ。
初夏から勢いよく伸ばす新しい枝の先に、桃色の花を房状に咲かせる。大きく広がる花は一日花で、束生した花が次々と開花し、開花期が長く観賞価値が高い。平安時代に

中国より渡来し、庭木などとして親しまれてきた。
「芙蓉」とは、中国ではハスの花を指しているが、フヨウの花がハスのように美しいことから「木芙蓉」と呼び分けるようになった。また、「芙蓉峰」とは、富士山の優美さ
を表した別名となっている。
「枯れ芙蓉（かれふよう）」とは、花が終わり、やがて枝先に裂開した果実が残った姿を観賞する文化である。俳句では冬の季語となっている。

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

写真５ 床替えの実習

写真６ 割りつぎ法による接ぎ木（スギ）

写真７ 挿し木の実習

写真８ 五月祭での植木市

問い合せ 山﨑隆雄 ㈱ワイズプランツ（埼玉県） ☎０４８‐８７５‐２１５５

枯れフヨウフヨウ白花

写真１ 田無演習林の樹林を望む

写真２ 播種の実習での覆土

写真３ 播種の実習での床固め

写真４ 泡立て器のようなマツの芽生え

フヨウ

フヨウ
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兵
庫
県
の
伊
丹
市

で
、
山
中
育
樹
園
と

い
う
園
芸
店
、
造
園

の
専
門
店
を
営
ん
で

い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
植
物
を
「
一
本

単
位
」
で
販
売
す
る

の
で
は
な
く
、「
空

間
の
一
塊
」
と
し
て

ご
提
案
、
販
売
す
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
求
め
ら
れ

る
庭
や
植
栽
の
あ
り

方
を
見
据
え
、
３
Ｄ

Ｃ
Ｇ
を
活
用
し
た
設

計
・
提
案
手
法
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
新
た
な
取
り

組
み
を
日
々
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
お
客
様
の
敷
地
は
、

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
を
用
い
て
実
際

に
現
地
を
撮
影
・
計
測
し
、
そ

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
正
確
な
実

寸
で
再
現
さ
れ
た
仮
想
空
間
を

構
築
し
ま
す
。
地
形
の
起
伏
や

周
辺
環
境
も
含
め
た
空
間
を
、

リ
ア
ル
に
再
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
従
来
の
図
面
や
手

描
き
パ
ー
ス
で
は
伝
わ
り
に
く

か
っ
た
空
間
の
広
が
り
や
高
さ

関
係
な
ど
も
、
直
感
的
に
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
仮
想
空
間
に
、

弊
社
で
制
作
し
た
樹
木

の
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
配
置

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
モ
デ
ル
は
、
育
成

中
の
自
社
圃
場
の
木

や
、
協
力
農
家
や
造
園

の
現
場
で
撮
影
・
記
録

し
た
樹
形
な
ど
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
一
本
一
本
丁
寧

に
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

３
Ｄ
モ
デ
ル
を
自
社
で
制
作
し

て
い
る
た
め
、
日
本
の
住
宅
で

実
際
に
よ
く
使
わ
れ
る
樹
種

や
、
今
人
気
の
あ
る
ト
レ
ン
ド

の
樹
形
を
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
設

計
へ
反
映
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。こ

う
し
て
作
成
さ
れ
た
３
Ｄ

Ｃ
Ｇ
パ
ー
ス
を
も
と
に
、
お
客

様
に
は
「
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
１

本
い
く
ら
」
と
い
っ
た
よ
う
な

単
体
で
の
販
売
で
は
な
く
、「
門

柱
前
の
植
栽
」
や
「
お
庭
の
一

角
」
な
ど
、
空
間
ご
と
に
ま
と

め
た
提
案
、
価
格
設
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
樹
木
は
一
本
一
本

が
生
き
物
で
あ
り
、
単
体
で
見

た
と
き
と
空
間
に
配
置
し
た
と

き
で
は
印
象
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
完
成
イ

メ
ー
ジ
を
あ
ら
か
じ
め
Ｃ
Ｇ
で

共
有
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て

ご
契
約
い
た
だ
け
る
だ
け
で
な

く
、「
こ
の
場
所
に
、
こ
の
雰

囲
気
の
木
が
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
ご
要
望
に
も
、
よ
り
的
確
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。ご

契
約
後
は
、
完
成
イ
メ
ー

ジ
に
最
も
近
い
実
物
の
樹
木
を

私
た
ち
が
責
任
を
も
っ
て
選
定

し
、
実
際
に
植
え
込
ん
で
い
き

ま
す
。
こ
う
し
た
一
連
の
流
れ

に
よ
り
、
お
客
様
と
私
た
ち
の

イ
メ
ー
ジ
の
ず
れ
が
な
く
な

り
、
完
成
後
の
満
足
度
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

山
中
育
樹
園
は
、
長
年
に
わ

た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
育
樹

の
知
識
と
技
術
に
、
最
新
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
新
し
い
時
代
の
庭
づ

く
り
を
形
に
し
て
い
ま
す
。
暮

ら
し
の
中
に
緑
を
取
り
入
れ
た

い
と
考
え
る
す
べ
て
の
方
へ
、

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
最
適
な

提
案
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

「やぶらこうじのぶらこうじ」
落語「寿限無」のおめでたい名前に出てくるこのフレーズは、ヤブコウジのことで、「十両」とも呼ばれ、お正

月飾りなど縁起の良い植物として古くから親しまれてきました。
ヤブコウジは山地の木陰に自生し、冬に向かって赤い果実を付けます。
日影のグラウンドカバーとして最適で、クリスマスカラーも相まって、和洋を問わず利用範囲は広いです。
園芸品種も多く、江戸時代には大きなムーブメントを引き起こした縁起植物です。

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

青
年
部
会
だ
よ
り

‐‐‐‐‐‐ヤブコウジ黄金花‐‐‐‐‐‐

ヤブコウジ黄金花

ヤブコウジ鶴亀

‐‐‐‐‐‐ヤブコウジ白牡丹‐‐‐‐‐‐

ヤブコウジ辻が花

ヤブコウジ白牡丹

幹
事

山

中

康

太

（
山
中
育
樹
園
㈱
・
兵
庫
県
）

ヤブコウジ三保の松

ヤブコウジ紅雪

ヤブコウジ日の出

ヤブコウジ（藪柑子）Ardisia japonica
サクラソウ科 ヤブコウジ属 常緑小低木

問い合わせ 竹本祐子 ㈲竹本園（鳥取県） ☎０８５８‐８８‐０２３３

ヤブコウジ亀の子

ヤブコウジ白王冠

ヤブコウジ天の川
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◆プロフィール
広島市植物公園勤務ののち、現在は大阪市の咲くやこ
の花館に勤務。大阪府立大学大学院農学生命科学研究
科修了。博士（農学）。ペラルゴニウム属やベゴニア属な
どの鉢花や草花一般に造詣が深く、特に変わり葉ゼラ
ニウム研究の第一人者。「NHK 趣味の園芸」の番組・テ
キストや、各地での講演など家庭園芸ファンへの普及に
日々努めている。『NHK趣味の園芸 12か月栽培ナビDo 
花苗をふやす タネまき・さし木・株分け』など著書多数。島 田  有紀子島 田  有紀子咲くやこの花館咲くやこの花館

しまだ ゆきこしまだ ゆきこ

第5回  みんな大好き食虫植物第5回  みんな大好き食虫植物
連載「植物園だより」 

多くの植物園が夏休みに開催する
人気イベントのひとつに食虫植物展
があります。咲くやこの花館では「虫
を食べる植物展」という名称で開催
しています。
大人顔負けの知識を持った食虫植
物博士の子どもたち。もちろんその
魅力に取りつかれているのは大人も
同じ。食虫沼にハマったら抜け出せ
ないのは虫だけではなさそうです。
食虫植物とは、読んで字のごと
く、「虫などの小動物を捕まえ、栄
養として取り込む植物」。ふつうの
植物（食虫植物ではない植物）から
突然変異によって、食虫性という新
しい機能を持った遺伝子が生まれ、
進化してきたと考えられています。
一般に、植物は葉で光合成をおこ
なってデンプンなどの有機物をつく
り、根からはチッ素やリンなどの養
分を吸収して成長に利用しています。同じように食虫植物も光合成をおこないま
すが、葉が袋状になったり毛が生えたりしているため、ふつうの植物よりも光合
成効率が劣り、生存競争に勝てません。虫などを捕食して栄養をおぎなうことで、
根から十分に栄養が得られない湿地や岩場のようなやせた土地で競争に勝ち、生
きのびてきました。
さて、誰もが知っている食虫植物の代表格といえばハエトリソウではないかと
思います。植物は生き物なので当然動いているのですが、このハエトリソウは目
の前で瞬時に動くので、惹きつけられます。
二枚貝のような葉はふだん開いていて、内側には虫が触れたことを感じる感覚
毛が片側に３本ずつ、計６本生えています。虫を待ち構えているときには葉は両
側とも凸状に反っていますが、虫が３０秒以内に感覚毛に２回触れると、瞬時に凹
状に曲がって閉じ、虫を挟みこんで捕まえます。閉じた瞬間は２枚の葉の内側に
はまだ空間があって虫は動くことができますが、あばれて感覚毛を刺激するうち
に、葉がそれを感じ取って次第に強く閉じていきます。加えて、葉のふちから粘
液が出て隙間がふさがれます。そして虫を押しつぶし、葉の内側から消化液を出
して分解し、吸収します。なんとも恐ろしい植物ではないですか！ １週間ほど
経って虫を消化、吸収し終わると再び葉が開いて次の虫を待ち構えます。
そのほか、葉の表面にある多数の腺毛からネバネバした粘液を分泌し、葉の上
にとまった虫を捕まえるモウセンゴケやムシトリスミレの仲間、甘い蜜やにおい
を出して虫を誘い、袋状または筒状に変化した葉の中に落とし込むサラセニアや
ウツボカズラの仲間、そして水中や湿地に生育し、袋状になった葉の中に微生物

などを吸い込むタヌキモ
やミミカキグサの仲間、
食虫植物はまるで手を持
つかのようにあの手この
手で虫を捕まえます。
なお、日本語では食虫
植物と言っていますが、
英語ではカーニボロス・
プ ラ ン ツ（Carnivorous
Plants）といい、直訳す
ると「肉食植物」になり
ます。虫だけを食べるわ
けではなく、例えばウツ
ボカズラの中にはカエルやネズミなどの小動物を食べる種類もあります。一方、
肉食ではなく落ち葉から養分を得るウツボカズラや、消化酵素をもたないロリ
デュラという食虫植物は葉で捕まえた虫を食べるカメムシの排せつ物から養分を
吸収するなど、多種多様です。
最後に、食虫植物には育てやすい種類があり、園芸化も進んでいますが、絶滅
危惧種やワシントン条約（絶滅の恐れのある野生動植物の種の国際取引に関する
条約）で国際取引が規制されている種も多くあります。食虫植物は他の植物との
競争を避けて栄養の乏しい環境で生育していますが、こういった場所は開発の影
響を受けやすく、タヌキモやミミカキグサ、モウセンゴケが生きられなくなって
いるという現実もあります。
一方で、生育地を拡大していく食虫植物もあります。外国産の食虫植物が人の
手によって持ち込まれて帰化し、ナガエモウセンゴケのように特定外来生物に指
定されて法律で駆除対象になっている種もあります。外国産だけでなく、国内由
来の外来種も逃げ出して定着している現状があり、もともとその地域にはいな

かったものという点では
外国産と変わりなく、在
来種の生態系に大きな被
害を及ぼす可能性があり
ます。
食虫植物を家庭で大い
に育てていただきたいの
ですが、野に放つことは
やめましょう。生物は生
態系の微妙なバランスを
保って生きています。こ
れらを守るために生育地
そのものの保全が不可欠
です。

静
岡
県
浜
松
市
立
大
瀬
小
学
校
の
創
立
５５
周
年
記
念
植
樹
が
１
月
２８
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

６
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
「
大
瀬
小
の
歴
史
」
の
学
習
を
し
て
い

ま
す
。大
瀬
小
は
今
年
で
５５
周
年
に
な
り
ま
す
。学
校
の
歴
史
を
調
べ
て
い
る
と
、

創
立
４０
周
年
記
念
で
植
え
た
ト
チ
ノ
キ
が
害
虫
に
食
わ
れ
枯
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
大
瀬
地
区
と
ト
チ
ノ
キ
は
、
和
歌
山
県
か
ら
来
た
栩
木
さ
ん

が「
と
ち
の
き
地
区
」に
住
ん
だ
時
の
か
ら
の
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ト
チ
ノ
キ
を
植
え
る
こ
と
で
大
瀬
小
と

地
域
の
と
の
つ
な
が
り
が
よ
り
深
ま
る

と
考
え
、
植
樹
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
６
年
生
が
卒
業
し
て
、
今
の
１

年
生
が
６
年
生
に
な
っ
た
と
き
、
創
立

６０
周
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
今

の
１
年
生
が
、
こ
の
ト
チ
ノ
キ
と
一
緒

に
創
立
６０
周
年
を
迎
え
、
心
も
体
も
大

き
な
実
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
て
植
樹
を
し
ま
し
た
。

６
年
生
の
記
念
植
樹
実
行
委
員
が
中

心
と
な
り
、
事
前
に
木
を
植
え
る
場
所

の
草
取
り
を
し
た
り
、
当
日
の
式
典
に

向
け
て
準
備
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

記
念
植
樹
に
向
け
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

さ
ん
が
日
本
植
木
協
会
に
働
き
か
け
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日

本
植
木
協
会
「
記
念
樹
等
植
栽
事
業
」

に
よ
り
ヤ
マ
キ
種
苗
園
の
村
松
さ
ん
に

協
力
い
た
だ
き
、
こ
の
記
念
植
樹
が
実

現
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
!!!（
浜
松
市
立
大
瀬
小
学
校
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

記
念
樹
等
植
栽
事
業

ネペンテス・アンプラリア。落ち葉を主食とするウツボカズラ

浜
松
市
立
大
瀬
小
学
校

創
立
５５
周
年
「
記
念
植
樹
」（
１
年
生
と
６
年
生
）

ハエトリソウ。感覚毛に１回触れただけでは葉は閉じず、
２回の刺激で閉じる。

サラセニア・レウコフィラ‘伊勢ローズ’

令和７年２月１日の中部新聞、静岡新聞に掲載
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第14回  小型ながら葉の色彩・模様が美しく存在感は抜群、
　　　　　　　　パルダリウム界隈でも人気のクリプタンサス界隈でも人気のクリププタタンササス界隈 気

東京都市大学環境学部教授 飯 島 健太郎

連載「多肉・珍奇植物」 ◆プロフィール
東京都市大学環境学部教授。桐蔭横浜大学工学部専
任講師、同医用工学部准教授を経て現職。博士（農学）。
日本造園学会賞／研究論文部門受賞、東京農業大学
造園大賞受賞。著書：『新しい都市緑化・ガーデニング
材料／多肉植物』（ソフトサイエンス社）、『サボテン大
好き』（講談社）、『多肉植物の名前400がよくわかる図
鑑』（主婦と生活社）、『サボテン全書』（監修、グラフィッ
ク社）、『多肉植物全書』（監修、グラフィック社）など。

お知らせ

古くから栽培されているアナナス類にクリプタンサス（Cryptanthus）属の仲間
がある。１９６０年代頃にネオレゲリアをはじめとしたブロメリア系の植物が一部の
趣味家に注目され始めたが、この時期に導入されたものと思われる。観葉植物界
に広がりを見せたネオレゲリア、多肉植物マニアに愛好されたティランジアなど
メジャーな種に比較して、クリプタンサスの普及は今一つであった。
和名ではヒメアナナス属と称され、小型で極茎が短く、ロゼットを形成して地
表付近に葉を広げる。細長い葉はごわごわとして硬く、先端は反り返っている。
葉縁は波状になり、鋸歯が目立つ。葉面には緑や褐色系の地に縦横の縞が入り、
強く紅色を呈するものや黒色となるものなど、美しく存在感のある品種も多い。
ブラジルの森林に２０種ほどが自生している。比較的乾燥した森林に自生している
ものの、肥沃な土壌を好み森林内の平らな地表面、岩上などにも生育する。開花
後種子が形成されて繁殖するが、自然環境下では栄養繁殖もしばしば生じている
という。すなわちその形態が、成長と共に脇芽が形成しやすく群生するが、この
脇芽が外れやすいことによる。葉には鋸歯や棘が多く、これは動物の足などに引っ
かかりやすくなっており、これにより脇芽が外れて周囲に分散している。
色彩とともに斑点模様、縦縞模様などの美的観点からの育種も行われており、
性質は成長が緩慢なもの、乾燥を好むもの、湿気を好むものなど多様性がある。
こうした特徴を持つクリプタンサスが趣味対象として広く認識された時期は、グ

ーグルトレンド機能による
検索傾向からビザールプラ
ンツが注目され始めた頃、
すなわち華々しくブロメリ
ア類が雑誌に掲載された時
期と一致する（図１）。同
じ頃、隣接領域のレイン
フォレストプランツ（雨林
植物）の人気も上昇してお
り、その様相は「雨林植物」
の検索傾向からも読み取れ

る（図２）。レインフォレストプランツと言えば、パルダリウム（高温多湿の熱
帯雨林の環境を再現し、陸地と水辺両方に生息する動植物を取り入れた飼育環
境）の配植材料としてもしばしば導入されており、色彩のコントラストを演出し
やすく、大きく育たないクリプタンサスはパルダリウムの素材として好まれてい
る（写真１）。前述の「クリプタンサス」、「雨林植物」の検索傾向と同様に、「パ
ルダリウム」も同時期から伸びを示しており（図３）、むしろ周辺領域から波及
して「クリプタンサス」の認知が広がったと見ることもできる。
クリプタンサスの代表的な普及種は、ビッタータス（Crypthanthus bivittatus）
やアカウウリス種（C. acaulis）、そしてその品種群であろう。茎はほぼ無くロゼッ
トを形成し高さはわずか１５～２０ｃｍほどの小型である。中程度の光または拡散光
を好むため、観葉植物としての鉢物からテラリウムの素材としても用いられてき
た。レッドスター（C. bivittatus 'Red Star'）
は紅色が美しく、パルダリウムの素材とし
ても人気だ（写真２）。その色彩とは対比
的にジェイド（C. acaulis 'Jade'）は混じり
けの無い明るい緑色の葉が爽やかだ（写真
３）。
クリプタンサス・ゾナタス（C. zonatus）
は「ゼブラプラント（Zebra plant）」とも称
されるように、少し毒々しい均一な縞模様
の葉が特徴である。その葉はフリルのよう
に波打っているため絨毯や毛皮のような独
特の見た目である（写真４）。
クリプタンサス・フォステリアヌス（C.
fosterianus）は、葉に白から灰色の縞模様
が波打つように広がっており、やや大きく
成長する（写真５）。同品種のエレーヌ（C.
fosterianus 'Elaine'）は、銀白色の横縞模様
の入る葉がピンクに色づいて美しい（写真
６）。
従前のクリプタンサスの流通量はさほど
多くなく、スペースをとらない室内園芸用
に２～３寸の鉢物として観葉植物農家によ
り生産されてきた。昨今では、ブロメリア
類の人気に乗じて専門業者が扱っており、
多様なメニューの一つとしてクリプタンサ
スの普及種から希少種、さらには改良品種
が流通するようになった。加えて、パルダ
リウムなど配植用の植物需要からもその界
隈で細々つくられているという実態もあ
る。ビバリウムの世界では、飼育対象への
影響が無いよう無農薬の水草等が供給され
ているが、陸生の配植素材も同様の需要が
あると考えられる。園芸鉢物としての普及
のみならず、配植素材としての色彩豊かで
多様な小苗の生産、そしてビバリウムの分
野に生体への影響の無い無農薬生産品を安
定的に供給なども期待されるところであ
る。

植生管理士認定試験

当協会及び東京農業大学「みどりの環
境創造研究部会」は植生管理士認定試験
を以下の通り、実施いたします。
筆記試験：１０月１８日㈯ １３：３０～１５：３０
東京農業大学１号館１１３教室
技術試験：１１月８日㈯ １３:００～１６：００
横浜自然観察の森（神奈川県横浜市栄
区上郷町１５６２‐１）
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代表者・住所・電話・FAX変更
�大島緑地
()新 大島淳一 ()旧 大島勇
住所：〒２８６-０２１１

千葉県富里市御料１０２５
TEL０４３‐４４２‐３９８１ FAX０４３‐４４２‐３９８１

代表者変更
�()新 池田智範 ()旧 濱松陽一郎
グンゼグリーン㈱（兵庫県）
�()新 大村秀樹 ()旧 大村誠司
㈱清光園芸（岡山県）

住所・メールアドレス変更
�㈱柏松園
住所 〒７３１-３３６２ 広島県広島市安佐

北区安佐町大字久地３５２０-７６
TEL０８２-５７６-７５４３ FAX０８２-８３７-２５３４
e-mail ma.kuramoto@hakushoen.co.jp

退会
▷㈱野尻緑産（福島県）
▷㈲小川産業（千葉県）
▷田中萬開園（福岡県）

訃 報
▷山中栄子 様
（山中誠次氏のご母堂様）
山中育樹園㈱（兵庫県）
令和７年７月１９日没 享年９１歳
▷山崎ミサ 様
（山崎雄造氏のご母堂様）
㈲みどり産業（栃木県）
令和７年６月２４日没
▷駒井房江 様
（駒井正治氏のご母堂様）
駒井萬葉園（京都府）
令和７年６月９日没 享年９２歳

写真４ クリプタンサス・ゾナタス

写真５ クリプタンサス・
フォステリアヌス

写真６ クリプタンサス・
フォステリアヌス‘エレーヌ’の葉

写真３ クリプタンサス アカウリス
‘ジェイド’

写真２ クリプタンサス・ビッタータス
‘レッドスター’

図１ グーグルトレンド機能による「クリプタンサス」の検索傾向

図２ グーグルトレンド機能による「雨林植物」の検索傾向

図３ グーグルトレンド機能による「パルダリウム」の検索傾向

写真１ パルダリウムに配植されたクリプタンサス


